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【重点事業例】 

基本視点 自律力 

基本目標 １ 子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む 

基本方針 １－１ 教育・保育の機会の確保 

基本施策 ① 基本的な教育・保育事業の整備 

事業名 １こども園整備と既存市立幼稚園・保育所の再編 

事業の概要 ・子育ち・子育ての拠点となる市立こども園を、中学校区を基本としながら地

域バランスを考慮し整備を推進します。 

・市立幼稚園で今後保育需要が見込まれる地域にある施設については、保

育所機能を加えた私立幼保園として、こども園化を図ります。 

・市立保育所については、多様な保育サービスの実施（延長保育の拡大・休

日保育・一時保育等）を推進していくため、段階的に私立化を図ります。 

・市立幼稚園については、定員の適正化を図ります。 

平成 28年度

実施内容 

(私)谷津みのり保育園 つくし幼稚園 ・ 実花幼稚園 

平成 28年 4 月 

 旧菊田保育所を私立化 

三者協議会開催 

（つくし幼稚園 10 回・実花幼稚園 8回 

平成 29 年 1 月～3 月に市と移管先法

人による共同保育の実施 

元菊田保育所職員1名による引継

ぎ保育の実施 

こども保育課指導主事等が訪問し

て園の状況を把握し、助言・支援 

平成 29年 4 月 1日 私立化 

（私）みのりつくしこども園 

（私）ブレーメン実花こども園 三者協議会開催（1 回） 

成果、 

事業対象者

からの感想・

意見等 

谷津みのり保育園は施設の移転を伴う私立化であり、また、つくし幼稚園

及び実花幼稚園は、既存施設に園児が通う中で保育にかかる施設を増築

し、こども園として私立化するという、どちらも本市で初めての事例で、保護

者の方々に不安があったようでしたが、三者協議会や共同保育、引き継ぎ保

育を通じて、意見交換や情報共有をしたことで、開園後に大きな混乱や苦情

はありませんでした。 

【保護者からの意見】 

「開園前は私立化に様々な不安がありましたが、実際開園してみると、子

どもたちは思いのほか、親や職員よりも新しい園に順応していたという印象

がありました。役員会では、私立化に対する直接的な意見はありませんでし

た。開園前の度重なる説明会があったことと、開園後に先生方が努力をして

くださったおかげだと思っています。」 

【移管先法人職員からの意見】 

こども保育課職員の支援により、「保育に自信が持てるようになった」「保

育面の課題や保護者対応について相談することで解決につながった」 
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【効果のあった事業例】 

基本視点 自律力 

基本目標 １ 子どもが自分の未来を見つめて、たくましく生きていく力を育む 

基本方針 １－２ 子どもが健康でたくましく成長できる教育・保育環境の充実 

基本施策 ② 体験活動の機会の充実 

事業名 17 青少年防犯ボランティア「キラット・ジュニア防犯隊」の育成 

事業の概要 自主・自立の防犯対策や青少年のを目的に、小学生と中学生で組織され

る青少年防犯ボランティア「キラット・ジュニア防犯隊」の育成を図ります。 

平成 28 年度

実施内容 

【防犯安全課より】 

・自転車防犯診断を実施しました。 

・市内７駅において街頭啓発キャンペーンを実施しました。 

・谷津地区の防犯マップを作製しました。 

・習志野警察署主催の歳末防犯キャンペーン、市民まつりオープニングパ

レードに参加しました。 

・習志野市安全で安心なまちづくり市民大会に参加しました。また、有志に

よる防犯寸劇を行いました。 

成果、 

事業対象者

からの感想・

意見等 

 自転車防犯診断を行ったことにより自転車盗難件数が減少し、また、各

種啓発キャンペーンの実施による市内犯罪発生件数が減少しました。 

 事業対象者からは、「活動に参加し、普段は考えることのない身近な犯罪

について考えることができました」、「自分の自転車にツーロックするように

なりました」といった感想があり、体験活動や活動の成果があったことで自

己肯定感の向上に繋がりました。 
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【効果のあった事業例】 

基本視点 家庭力 

基本目標 ２ 家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる 

基本方針 ２－１ 安心して妊娠・出産・育児ができる一貫した支援の充実 

基本施策 ① 親と子どもの健康支援の充実 

事業名 38 男女共同参画の子育て意識啓発 

事業の概要 「ママ・パパになるための学級｣で、夫婦の役割を考えるきっかけとなる内

容をプログラムに盛り込み、啓発します 

子育てに関するセミナーを平日以外に開催することにより、子育てにお

ける父親の参加促進を図ります。 

平成 28 年度

実施内容 

子育て中の夫婦を対象に、平成29年1～3月に「子育て応援セミナー（全

3 回）」を開催しました。（男女共同参画センター） 

妊娠届出時やママ・パパになるための学級において啓発を行っていま

す。(健康支援課)  

成果、 

事業対象者

からの感想・

意見等 

男女がともに主体的に育児に取り組むよいきっかけづくりとなりました。 

【子育て応援セミナー参加者からの感想】 

「講師の方、いろいろな参加者の方の意見を聞いて大変参考になりました。

今後もこういう講座は継続して開いていただきたいと思っています」（30 代

男性）、「3 回ともとても楽しかった。市がこういう活動をしているのにも驚き

ました」（40 代男性）、「子どもの自立の他、家族の幸せについて考えさせら

れました」（30 代女性）、「回数、内容、共に良かった。機会を増やしてほし

いと思った」（40 代女性）、「行政のセミナーには正直あまり期待していなか

ったが、非常に素晴らしいセミナーでした」（30 代男性） 

【ママ・パパになるための学級の参加者からの感想】 

「パパになる実感が湧いた」、「パパとしての意識の向上につながった」、

「日々の大変な点を理解しできるだけ具体的なサポートに努めたい」 
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【効果のあった事業例】 

基本視点 家庭力 

基本目標 ２ 家族が喜びや生きがいを感じながら、子育てができる場所となる 

基本方針 ２－２ すべての家庭が安心して子育てができる環境の充実 

基本施策 ⑤ 特に支援が必要な子どもに対する支援体制の充実 

事業名 77 高校進学希望者への学習支援 

事業の概要 生活困窮家庭の児童に対して、大学生等を通じて、学習習慣の定着化

や将来への不安の解消を図ります。 

平成 28 年度

実施内容 

登録生徒の高校進学率 100％に、目標個別学習支援を実施しました。 

  通常講習 週 2回（毎週火曜日、木曜日・各 2時間） 計 88 回 

  特別講習 夏休み、冬休み 計 23 回 

成果、 

事業対象者

からの感想・

意見等 

生徒の学力が向上し、中学3年生の登録生徒12名は全員高校に進学し

ました。  

大学見学を実施したことにより進学の意識が高まりました。 

夏・冬休みに自習室を開設し、家庭や学校以外の子どもの居場所対策

機能の強化を図りました。                                                                                                 

生徒の多くから成績が伸びたという感想がありました。 

教室の雰囲気や講師の指導についても好意的な意見が多くあり、登録

生徒の出席率が向上しました。 
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【効果のあった事業例】 

基本視点 地域力 

基本目標 ３ 子どもや家族・家庭をやさしく見守り、支える地域社会となる 

基本方針 ３－１ 地域における子育ち、子育て支援拠点の整備 

基本施策 ② 地域における子育て支援の拠点づくり 

事業名 97 こどもセンターの充実 

事業の概要 就学前の子どもと親が自由に遊び交流する場として、子育てに関する情

報提供や学習会等を実施します。また、土曜日に開館することで、父親の育

児参加を促します。 

地域で安心して子育てができるよう、「子育て支援コンシェルジュ」による

相談の充実に努めます。 

平成 28 年度

実施内容 

・子育て支援コンシェルジュを配置し、子育て家庭のニーズに応えた相談受

付や情報提供を行いました。 

・一時預かりファミリー・サポート・センター事業を実施しました。 

・習志野市こどもセンター（鷺沼）は、地域のボランティアの協力を得ながら四

季折々の遊び(年 5 回）、学習会（年 7 回）、地域世代子育て交流会（年 3

回）、きらっ子こどもまつりなど、地域と連携したイベントを実施しました。 

・習志野市こどもセンター（鷺沼）は平成28年6月に旧施設の建物を解体し、

平成 29 年 1 月より建て替えた新施設にて再開しました。室内・園庭ともに運

営面積が増加したことで、受入人数を増やすことができました。 

成果、 

事業対象者

からの感想・

意見等 

・こどもセンター職員（保育士、保健師）による育児相談を実施し、子育て中

の保護者の育児不安の解消につながりました。 

・土曜日の開館により、父親や共働き家庭の利用が図られました。 

・習志野市こどもセンター（鷺沼）のリニューアルオープンに伴い、運営面積

が拡大したことで、来所者数が増加しました 

【利用者からの感想】 

「施設が広くなったことで、赤ちゃんも気兼ねなく安心して利用できるようにな

りました」「広い園庭もあり、いつでも子どもがのびのびと遊べる環境です」 
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